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医学部学生が小学生に 「いのちを守る知識と技術」を教える
一救命処置法実習を中心とした訪問授業実施報告―
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1)横浜市立大学rll属病院 臨床研修センターs 2)横浜市立大学医学部 医学教育学,
3)基礎看護学, 4)現代 cP 推進責任者

要 旨 :平成18年 2 月から平成19年 2 月の 1 年間に述べ34人の医学部医学科 看護学科の学生が, 教

員とともに, 横浜市内の小学校を 3 回訪問し, 5 または 6 年生に
一
次技急処置法 (B L Si battc Ⅱc sup

po■) を教えた 本取 り組みの目的は大学生が (1) ガヽ学生とのふれあいを通して具世代間のコミュ

ニケーションの重要性を学ぶこと, (2) 「教えることJ を通じて, 自らの知識と技術を定着させるこ

とである 参加した学生は小学生に対する認識を新たにし, 教えることが楽しく, 有意義であったと

述べていた さらにBL S を分かりやすく教えることの工夫のなかで, 自らの知識 技術を深め定着

させることができたと振り返る学生が多かった

政y word軒 医学部学生, 小学生, 一次故命処置, 訪問授業

Itlcd cal stlldcn t, elertlcnttty  sch001 sm den t, basic J ヽsuPP olt, SCh。。lw■sit


